























生徒に関して、平成 26 年度の調査では、平成 24 年度調査よりも 2,185 人増加し
たことがわかった。また、日本 語指導が必要な日本国籍の児童生徒は前回調査












































































































ベルは、日本語能力試験の N1 から N5 以外に、級外とその他というものがある。























N5 レベルの語彙を見てみる。結果として、全体の約四分の一を N5 レベルの語
彙が占め、次いで N2・N3 レベルの語彙が、全体の約八分の一を占めていること










































































































上に， 2 点 A， B とは異なる点 Cを AC＞BC となる
ようにとり， 線分 BC の延長上に点 B とは異なる点
DをAB＝ADとなるようにとる。
また， 点 C をふくまない AB 上に 2 点 A， B とは
異なる点 E をとり， 線分 AB と線分 CE との交点を
Fとする。
さらに， 線分 AE 上に点 G を AE⊥FG となるよ
うにとる。




















































































































線分AC、DBで折っているので、AH=3 2  









1 ×3 2 ×6= 9 2  































難易度 級外 N1 N2N3 N4 N5 その他
とてもやさしい 2 0 4 5 19 24









































































































































































































7. や 8. で示した文章構造を意識しながら論証を進める必要がある。　
記述指導の手順として、まずは証明問題の文章構造を確認しなければならない。







































































〈https://www.youtube.com/watch?v=uwpyArsTmIU〉、2016 年 12 月 30 日参照
―――――――（2016）「【中２　数学】　合同８　証明のコツ２」
〈https://www.youtube.com/watch?v=G84OXODw7Tw〉、2016 年 12 月 30 日参照
―――――――（2016）「【中２　数学】　合同９　証明のコツ３」



















htm〉、2016 年 12 月 27 日参照
日本語読解学習支援システム「リーディングチュウ太」〈http://language.tiu.ac.jp/〉、2016
年 12 月 28 日参照
分析対象
東京新聞「首都圏公立高校入試」〈http://www.tokyo-np.co.jp/k-shiken/〉、2016 年 12 月 28
日参照
（あおき・みずか、創価大学学習支援センター助教）
数学科の証明問題に必要な言語力に関する考察 
（93）
